




261. 長浜市上寺地遺跡の埋没古墳の調査

上寺地遺跡は長浜市垣篭町の北側の小学「上寺地J• 
f下寺地jを中心に広がる遺跡である。上寺地遺跡の

名の由来は、「上寺地jイ下寺地jと称する部分から、

水田耕作中などに瓦などが採集されたことによるとい

い、平安時代の寺院跡として周知されてきたが、長い

問、本格的な調査もおこなわれておらず、遺跡の内容

については不明な部分が多かった。しかし、遺跡のす

ぐ東側には横山丘陵の北端部が迫っており、県指定史

跡、である茶臼山古墳をはじめ、山ノ鼻古墳(前方後円

墳)・龍ヶ鼻古墳(前方後方墳)・塩篭古墳(県指定史

跡。前方後円墳)などの湖北地方を代表する古墳-が存

在することから、当該地域の古墳時代を解明するよで

重要な遺跡の 1っと目されてきた。

しかし、近年になって県営ほ場整備事業郷里東地区

塩保工区の工事が計画@実施されることとなり、それ

に伴って、平成 5年度から、主に小排水路線@管網施

設路線の発掘調査をおこなってきた。上寺地遺跡につ

いては、平成 6年度から平成 8年度にかけて調査がお

こなわれ、不明であった遺跡の内容の一部が明らかと

なった。特に、平成8年度調査においては埴輸を伴っ

た4基の埋没古墳が検出された。この平成 8年度分の

調査については、現在(平成 9年度)整理調査を継続

中であり、報告書は平成10年度刊行の予定であるが、

報告書に先駆けて、その調査成果の一部について報告

するものである。
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まず、上寺地遺跡の概要について触れておくと、最

古の出土遺物には縄文時代晩期の深鉢がある。その後

の弥生時代の遺物・遺構は検出されておらず、再び遺

構が営まれるのは、弥生時代終末から古墳・時代初頭に

かけてである。この時期の遺構には竪穴住居などがあ

り、総じて東海系の影響を強く受けるものである。そ

の後、古墳時代中期から後期にかけての竪穴住居も検

出されているが、小排水路線などに伴う、いわゆる線

的な調査であり、その広がりについては、なお不明な

部分が多い。

瓦については、 IB流路などから出土しているものの、

平瓦@丸瓦がほとんどであり、寺院を寵接示す遺構も

確認されていない。「上寺地jイ下寺地jと称する部分

の中心の調査ではないため、推測でしかないが、寺院

しなかった可能性がある。その場合

は、付近に瓦窯が存在したものと捉えるのが妥当であ

ると考える。

以上が、上寺地遺跡につての概要であるが、中でも

検出された遺構@遺物の内容@量が豊富なのは吉墳時

代のものである。さらに、上寺地遺跡を中心とした地

域は、 f近江園坂田郡志』の中でも、字名に「神塚h
fコパイシ (;J¥陪祉の意と捉えている。現在では小

林。)J • 1"小探町jなどが残るところから、埋没古墳の

存在する可能性が指摘されていた。今回報告する 4基

の埋没古墳の検出は、その指摘を裏付けるものとなっ

アこ。
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検出された 4基の埋没吉墳のうち西山古墳(茶臼山

古墳のすぐ西側の字「西山jに位置する直径約21mの

円墳。周溝@葺石@埴輪をもち、特に葺石が墳丘斜面

だけでなく、周溝外側にも葺かれている点で注毘され

る。)については、すでに『滋賀文化財だより，]No.232 

で報告をおこなっており、それを参照された

しユ。

神塚吉墳

字名「神塚Jの残る地点で検出された一辺

約 6m"-'6.5mを測る方墳である。周溝を含め

ると…辺約 8mで、ある。ただし、墳丘の北側

コーナーは一部掘り残されいるようである。

残存状況は極めて悪く、周溝は深いところで

も約25cmしか残っておらず、墳丘の盛土も確

認されていなし」規模は小さいながら埴輪を

もつことが確認されており、すべて周溝内か

らの出土ではあるが、丹筒埴輪・朝顔形埴輪@

較形埴輪の 3種類が確認されている。そのほ

か、須恵器の饗@践と土師器の高杯が出土し

1.茶臼山古墳 2.龍ヶ鼻古墳 3. 山ノ鼻古墳 4.埋篭古填 ている。酪はTK208型式で捉らえるとおもわ

5. 西山古墳 6.神塚古墳 7.上寺地古墳 8. T 7検出古墳 れるもので、埴輪は川西宏幸氏の編年のIV期

上寺地遺跡周辺の古墳 にあたるものとおもわれる。
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上寺地古墳

字「西ヒ江田jで検出された埋没古墳である。今回

報告する調査区の南側は、平成 7年 4月に長浜市教育

委員会によって発掘調査がおこなわれており、埴輪を

もっ、直径約17mを測る円墳であることが確認されて

いる。今回検出されたのはその北側部分で、新たに墳

丘斜聞に葦石をもつことが確認された。調査区のi臨が

約 1mと狭いため、葺石の配列方法については不明で

ある。また、後世の剖平により、盛土も確認できてい

ない。出土したのは円筒埴輪のみで、すべて周溝内か

らである。 JII西編年のV期にあたるものとおもわれる。

また、塩篭古墳に大変近い位置で検出されていること

やその出土埴輸の時期も近いとおもわれることから、

両古墳の関係が注自される。

T7検出古墳

山ノ鼻古墳が存在する尾根を西側に降りた平祖地で

検出された埋没古墳である。検出されているのは墳丘

の南側部分のみで、北側については完全に削平されて

おり、検出できていない。また、調査区のI簡が 1mと

狭いため、墳形やその規模については不明である。し

かし、葺石とおもわれる施設が確認されており、そこ

から検出された遺物も円筒埴輪片のみであるため、古

墳であると判断した。出土した埴輪は、 J11 iffi編年のIV

期にあたるとおもわれるものである。現在、整理作業

中であり、古墳の名称はまだ付けられていないため、

T7検出古墳として報告する。
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以上、平成 8年度の上寺地遺跡の調査で検出された

埋没古墳について概観してきた。このほかにも、平成

8年度には、これらの古墳の築造に携わった集団の居

住地と推測される柿田遺跡の発掘調査が長浜市教育委

員会によって実施されており、 4基の埋没古墳(円墳)

が検出されている。また、県営ほ場整備関連の調査で

は、土坑内に一括廃棄されたと考えられる大量の埴輪

群や垣篭古墳の前方部北側の調査で埴輪片が検出され

るなど、直接古墳に関わるとおもわれる遺物の検出も

相次いでいる。現在、整理作業中のものも含まれてお

り、その成果が期待されるが、いずれにしても、横山

丘陵の北端部付近に立地する古墳群の性格を解明する

よで、また、湖北地方の古墳時代を解明する上で重要

な発見であったといえよう。

(稲葉陸軍)
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神探古墳検出状況(北高から)

上寺地古墳検出状況(西から)
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